
●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

施工要領書
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ドレスアップアート工法は、サイディングの形状を活かしてデザイン性を持たせる工法で、色を重ねることにより
意匠性が高まります。更にオプションとしてドレスアップアートプラスを施すことによって粒状の顔料が天然石材
のような質感をもたらし、より高級感が惹き立ちます。

本書はドレスアップアート工法の施工方法を分かりやすくご説明しております。必ず、施工前に全工程をご確認く

ださい。別途用意してあります動画と併用しながら見て頂くとより分かりやすくなっております。

本施工要領書や本製品カタログに掲載している色相及びつやは、印刷物のため実際とは異なって見える場合

があります。試し塗りなどで作成した塗板にてお施主様への確認をお願いします。

高意匠性

３６種類の基本配色および、
オプションとしてドレスアップ
アートプラスを施すことによっ
て、より高級感のある意匠を
楽しめます。

高耐候性

ドレスアップアートフィニッシュ
によって劣化による顔料の露
出を防ぐことで、美しい意匠を
より長く維持します。

低汚染性

ドレスアップアートフィニッシュ
は親水性能を有しており、外
壁を長期間清潔に、美しく保
ちます。

防藻・防かび性

藻やかびの発生を抑制し
建物の美観を維持します。

水系

ドレスアップアートシリーズは
環境への負荷が少ない水性
塗料です。
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商品体系

サイディングボードの形状（凹凸、目地の深さ、目地幅など）や素材による吸い込みの程度の違いによって、各種材料の使用量が増減します。
ドレスアップアートの、サイディングの柄別塗装可能面積の目安はP.5をご参照ください。

適用下地

窯業サイディングボード

各工法での仕上がりイメージ

掲載している色相やつやは、印刷物のため実際とは異なって見える場合があります。
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●２色（＋オプション）仕様 塗装工程数

●３色（＋オプション）仕様

下塗りは、ファイン浸透シーラーや水性カチオンシーラーも選択可能です。

上塗り           プラス  C.模様塗凸色 B.模様塗凸色        A.目地色       下塗   外壁材

仕上がりによって選択

標準塗装仕様
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工程 容量 レンガ調 タイル調
横長
石材調

ランダム
タイル調

石材調
（参考）
ローラー
毛丈

中塗り
（A.目地色）

17kg 105 110 120 121 105
20mm

4kg 23 24 28 28 23

中塗り
（B.凸色）

17kg 210 212 150 212 210
8mm

4kg 50 50 40 50 50

中塗り
（C.凸色）

17kg 1700 1200 1000 450 1700
3mm

4kg 400 280 250 110 400

（オプション）
16kg 110 125 150 150 110

8mm
4kg 26 30 40 40 26

上塗り
15kg 93 93 100 110 93

20mm
3kg 18 18 23 25 18

上記は目安の数値です。施工条件により、それぞれ幅を生じることがあります。
上記は全て1回塗りしたときの数値です。中塗り（A.目地色）は2回塗りが必要です。

施工に不向きなサイディング

凹凸がないもの

２色塗り、３色塗りをおすすめい
たします。

凹凸が浅いもの

全ての工法に関して ３色塗りに関して ドレスアップアートプラスに関して

浅いスリットが入っているもの

２色塗り、２色塗り＋ドレスアップ
アートプラスをおすすめいたします。

単色塗りをおすすめいたします。

サイディング柄別 1缶あたりの塗装可能面積の目安
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６

●ご注文の際は、お選びいただいた配色名に応じた
 色名にてご発注ください。

●各色異なる色となっておりますので、必ず配色名の
 目地色～凸色のセットでご注文ください。

●ドレスアップアートプラスをオプションとしてつける
場合には、各配色のセットと別にご注文ください。

ドレスアップアート
３色塗

ドレスアップアート
プラス

ドレスアップアート

２色塗

配色と色名の組合せ
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７

マイカの配色イメージ

プラスの色相とマイカの混合比率

ドレスアップアートプラスには、下記の着色マイカを混合しております。 
 組み合わせをご検討いただく際のご参考にして頂ければ幸いです。 

マイカの色相は、イメージ色です。同じ色でも異なって見える場合があります。 
配合比率は、参考値であり数値を保証するものではありません。 

上記イメージは、ドレスアップアートプラス単独でのイメージです。 
   組み合わせる中塗色によって、仕上がりイメージは異なります。 

 上記画像はイメージです。下地の色相によって見え方が異なる場合があります。

NDS-P1 NDS-P2 NDS-P3 NDS-P4

ドレスアップアートプラスのマイカ色について
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下地調整

下塗り：各種シーラー

中塗り：A.目地色

中塗り：B.凸色

（３色塗りのみ）

中塗り：C.凸色

（オプション）：プラス

上塗り：フィニッシュ

中毛又は長毛ローラーを
用いて基材全体を２回塗装

短毛又は中毛ローラーを
用いて凸部を１回塗装

極短毛ローラーを用いて
最凸部を１回塗装

短毛又は中毛ローラーを
用いて凸部を１回塗装

一般的な外壁塗装と同様に、
汚れの除去等の下地調整を
行い、シーラーを濡れ色に
なるまで塗装

工程 施工シーン 工程後写真

８

中毛又は長毛ローラーを
用いて基材全体を１回塗装

塗装工程
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中塗り（C.凸色用）
中塗り（B.凸色）
・プラス用

中塗り（A.目地色）
・上塗り用

短毛または中毛ローラー
（毛丈４～８mm推奨）

中毛または長毛ローラー
（毛丈１３ｰ２０mm推奨）

極短毛ローラー
（毛丈２～４mm推奨)

■ローラー 中塗り（A.目地色）・上塗り用、中塗り（B.凸色）・プラス用、中塗り（C.凸色）用にそれぞれを選択。
毛丈と仕上がりのバランスについては、試し塗りにて確認してください。

■刷毛 入隅部や、チリギワには、金巻刷毛や目地用刷毛などでの塗装を推奨いたします。

１．下地調整（共通工程）

１－１：
非塗装部についての養生を実施します。

１－２：
膨れたり、割れたり、浮いている劣化塗膜は、周辺を含め
入念に除去してください。ごみ、砂じん、油脂分などの付着
物をワイヤーブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウエスなど
で除去し、乾燥した清浄な面としてください。釘頭のさびは
サンドベーパー、研磨布などを用いて除去し、さび止め塗
料で補修塗りしてください。

２．下塗り（共通工程）

２－１：
下塗塗料を規定量全面に塗布します。

２－２：
仕上がりのポイント：.使用量は、濡れ感が出るまでを目安
にしてください。素地への吸い込み個所がある場合は、そ
の部分を増し塗りしてください。また、シーラー乾燥後、ガ
ムテープで基材のはがれがないかチェックし、はがれなど
がある場合は再度シーラーを塗装してください。

９

施工道具

施工方法
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３．試し塗り（共通工程）

確認項目：
サイディングの柄（深さ、大きさ）が様々あり、ローラーの
毛丈・種類によっても、塗り込み深さ・面積が変わる為、
試し塗りでの確認を推奨いたします。
（確認は下記４項目を中心に実施ください。）

①毛丈による塗り込み深さ・面積の確認。
②塗料の含みによる塗り込み深さ・面積の確認。
③塗装方向（横・斜め）による塗り込み深さ・面積の確認。
④希釈率による塗り込み深さ・面積の確認。

チェックポイント：
各ローラーに関して目地に塗料が入り込まない
力加減、塗料の含み具合を確認ください。

試し塗りは、中塗り（A.目地色）での実施を推奨いたし
ます。試し塗りで塗り込み範囲を確認した後は、全面
に塗装することで、塗り板の中塗り（A.目地色)工程に
することが可能です。

※同柄・近似柄の基材の入手が困難な場合に
 は、現場の中塗り（A.目地色）工程で、塗り込
 み性の確認をお願いいたします。

確認方法：
様々な毛丈のローラーを用いて、実際に
塗装を行い、確認を行ってください。その
際、塗装は横および斜め方向に行ってく
ださい。また、確認用にカメラで写真を撮
っておくと、顧客への説明に用いることも
可能です。
塗装下地については、実際塗装する基材
と同柄もしくは近似の柄の板を準備する
ことを推奨いたします。
（施主見せ板に転用可）

中毛ローラー
（毛丈１３mm)

中毛ローラー
（毛丈８mm)

短毛ローラー
（毛丈６mm)

極短毛ローラー
（毛丈３mm)

１０
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４．中塗り（A.目地色）塗装（共通工程）

４－３：
最後の仕上げは、柄の長辺方向に仕上げること
で仕上がりが良くなります。

４－２：
中毛又は長毛ローラーを用いて塗り残しの無いよう
に、いろいろな方向から塗っていきます。
目地（立ち上がり部）は特に注意を払って塗ってくださ
い。強く押し込みすぎると、目地に塗料が溜る原因と
なるため、注意してください。

４－４：
仕上がりのポイント：
目地に塗料がたまりすぎていないなど均一な仕上
がりであること。

４－１：
目地深さによるローラー選定し、塗料を含ませます。
選定目安：中毛／目地深さ10mm未満

 長毛／目地深さ10mm以上
通常の上塗の塗装をイメージしていただければ
問題なく仕上げることが可能です。

塗料の含み量の目安は、左記写真を参照ください。

４－０：
下塗まで塗装した状態（写真は旧塗膜が白色）
本頁では、茶色の目地色を塗装。

ローラーの含み目安
（適正量）

１１



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

作
業
動
画
�

�
�
�
�
�
！

５．中塗り（B.凸色）塗装（共通工程）

柄に対して斜め方向に塗装

柄の長辺方向に塗装

ポイント： 塗装時は、強く押さえずに、
軽く表面を転がす。

５－１：
中塗り（B.凸色）を凸部にのみ短毛又は中毛ロー
ラーを用いて塗装します。

塗料の含み量の目安は、左記写真を参照ください。

塗装は、斜め方向及び柄の長辺方向で実施してく
ださい。
（柄の短辺方向に塗り始めると、塗料が目地に入
ってしまいやすくなります。）

５－３：
仕上がりのポイント：
・目地に入っていないか？
・しっかり乾燥させる。
指触で乾燥していても、乾燥時間はしっかり守って
ください。膨れや、中塗り（C.凸色）との混色につな
がってしまいます。

５－２：
最後の仕上げは、柄の長辺方向に仕上げてくださ
い。

２色塗りの中塗工程はここまで

柄の長辺方向に塗装

１２

ローラーの含み目安
（適正量）



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

作
業
動
画
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�
�
�
�
！

６．中塗り（C.凸色）塗装 ３色塗りのみ

柄に対して斜め方向に塗装

柄の長辺方向に塗装

柄の長辺方向に塗装

ポイント： 塗装時は、強く押さえずに、
軽く表面を転がす。

６－１：
中塗り（C.凸色）を凸部にのみ極短毛ローラーを
用いて塗装します。

塗料の含み量の目安は、左記写真を参照ください。

塗装は、柄の長辺方向及び斜め方向で実施して
ください。
（柄の短辺方向に塗り始めると、塗料が目地に
入ってしまいやすくなります。）

６－３：
仕上がりのポイント：
・目地に入っていないか？
・しっかり乾燥させる。
指触で乾燥していても、乾燥時間はしっかり

守ってください。膨れにつながってしまいます。

６－２：
最後の仕上げは、柄の長辺方向に仕上げて
ください。

１３

ローラーの含み目安
（適正量）



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

作
業
動
画
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�
�
�
�
！

７．オプション塗装 オプション選択時のみ

柄の長辺方向に塗装

７－１：
ドレスアップアートプラスを凸部にのみ中毛ローラー
（中塗り（B.凸色）と同程度の毛丈）を用いて塗装し
ます。

塗料の含み量の目安は、左記写真を参照ください。

７－２：
塗装は、柄の長辺方向で実施してください。
（柄の短辺方向に塗り始めると、塗料が目地に入っ
てしまいやすくなります。）

７－３：
仕上がりのポイント

・しっかり乾燥させる。
指触で乾燥していても、乾燥時間はしっかり
守ってください。膨れの原因になります。

  塗装直後は、写真のように白味がかっていますが
  乾燥により白味はなくなります。

１４

ローラーの含み目安
（適正量）

塗装直後 乾燥後

ポイント： 塗装は、一方向のみで行った
方が、ムラが出にくく綺麗に仕上がりま
す。

ポイント：塗装時は力を入れずに、表面
をなでるように塗装してください。
力を入れるとムラが出やすくなります。



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

作
業
動
画
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８．上塗り塗装（共通工程）

柄に対して斜め方向に塗装

柄の長辺方向に塗装

８－４：
塗装完了

塗装直後は、写真のように白味がかっていますが、
乾燥により白味はなくなります。

８－１：
目地深さによるローラー選定し、塗料を含ませます。
選定目安：中毛／目地深さ10mm未満

長毛／目地深さ10mm以上

塗料の含み量の目安は、左記写真を参照ください。

８－２：
中毛又は長毛ローラーを用いて塗り残しの無いよう
に、いろいろな方向から塗っていきます。
目地や凹部は特に注意を払って塗ってください。
塗り忘れは、仕上がりムラや劣化ムラに繋がります。
また、厚く塗りすぎてしまうと白くなってしまいますの
で適正量を守ってご使用ください。

８－３：
最後の仕上げは、柄の長辺方向に仕上げることで
仕上がりが良くなります。

ポイント： 塗り忘れなく全体に塗ら
れているかをチェックしてください

１５

ローラーの含み目安
（適正量）

塗装直後 乾燥後



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

作
業
動
画
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９．入隅部の塗装方法（中塗り（B. 凸色）以降）

９－１：
入隅部は、金巻刷毛や目地用刷毛を用いて、
表面を撫でるような感覚で塗装してください。

９－２：
刷毛で入隅部を塗装した状態。

９－３：
刷毛で塗装した部分含めて、出来るだけ際まで
ローラーを入れるようにして塗装してください。

９－４：
周辺まで塗装した仕上がり写真です。
大きな違和感なく仕上げることが可能です。

１６



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

１０．補修方法について

凸部の補修方法

基材の凸部で、当て傷などにより補修が必要となった場合は、中塗り（B.凸色）からの（部分）塗装により補修を
行ってください。補修範囲よりも少し広い範囲を塗装することで、補修跡が目立ちにくくなります。

１０－１：
刷毛などで中塗り（B.凸色）を再塗装

１０－２：
極短毛ローラーで中塗り（C.凸色）を再塗装

目地部の補修方法

目地部に凸色の塗料が入り込んだり、汚れが付いてしまった場合には、目地色からの再塗装が必要と
なります。補修範囲よりも少し広い範囲を塗装することで、補修跡が目立ちにくくなります。

・目地に塗料が付いてしまった場合 ・目地色で、凸部含めて再塗装

１７



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

塗り込みの深さによる仕上がりの違い

２色塗り/３色塗りともに凸Ｂ色・凸Ｃ色の塗装時、ローラーの毛丈や塗料の含みによって、
仕上がり状態に差が生じます。（詳細は下表をご参照ください）
同一物件を複数名で施工される際は、試し塗りなどで、予め塗装感覚と仕上がりの目合わせ
を実施の上、施工頂けますようお願い致します。

中塗り（B.凸色）の塗り込み浅め 中塗り（B.凸色）の塗り込み深め

※同じ毛丈でも、織り方によって異なります。
 カタログなどに掲載している画像は塗り込み深めのものです。

※

１８

下塗り、中塗り（A.目地色）、中塗り（C.凸色）、プラス、フィニッシュの塗り込み深さは同じです。
A.目地色、B.凸色、C.凸色それぞれの色味がわかりやすい箇所を、下の写真中に黄色で示しています。

（例）3色塗り＋プラス仕上において、中塗り（B.凸色）の塗り込み深さを変化させたときの仕上がりの違い

中塗り（B.凸色）の塗り込みが浅いと、直前の工程である中塗り(A.目地色)の色の印象が強くなり
ます。（写真左）

B.凸色 C.凸色A.目地色



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

施工上の注意事項

中塗り（A.目地色）塗装時の注意事項

目地底部についてもローラーを斜めに使うなどして塗り残しの無いように塗装してください。
塗り忘れた場合、外観不良や塗膜剥離などの不具合の原因となります。

中塗り（B.凸色、C. 凸色）塗装時の注意事項

基材の凹凸よりも長い毛丈のローラーで塗装したり、ローラーの含みが多すぎた場合、
塗料が目地に入り込んでしまうため注意してください。

上塗り塗装時の注意事項

目地に塗料がたまってしまうと白く残ったり、塗膜のワレやフクレの原因になりますのでご注意く
ださい。目地などに塗料が溜まった場合には、ローラーや刷毛で塗り広げてください。
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●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

目地材との取り合いでの注意事項

目地シーリング材について

シーリング面の塗装は割れや剥離の不具合を起こすことがありますので、推奨はいたしません。
やむを得ず施工をする場合は、不具合軽減のため次の方法での施工を推奨いたします。

ガスケットについて

ガスケットについては、通常、シーリング材よりも可塑剤量が多いことから、塗装は推奨いたしません。
やむを得ず施工をする場合は、不具合軽減のため次の方法での施工を推奨いたします。

２０

想定されるケース 方法

（A）シーリング材を打ち替える場合
【ノンブリード型シーリング材】 にて打ち替えを実施。
割れ抑制：シーリング面の両サイド20mm 程度から

【DAN フィラーエポ】をウールローラーにより塗装。

（B）既存シーリング材を活かす場合

①汚れ付着物の除去：塗料用シンナー等による清掃。
②可塑剤移行（汚染）抑制：シーリング面のみ【ブリードオフプライマー】を塗装。
③割れ抑制：シーリング面の両サイド20mm 程度から

【DANフィラーエポ】をウールローラーにより塗装。

方法

①汚れ付着物の除去：塗料用シンナー等による清掃。
②可塑剤移行（汚染）抑制：ガスケット面のみ【ブリードオフプライマー】を塗装。
③割れ抑制：ガスケット面の両サイド20mm 程度から

【DANフィラーエポ】をウールローラーにより塗装。

【ノンブリード型シーリング材】以外のシーリング材を使用する場合は、【ブリードオフプライマー】の塗装も必要です。

【DANフィラーエポ】、【ブリードオフプライマー】については、各製品のカタログを参照ください。

DANフィラーエポ

【（A）シーリング材を打ち替える場合】

DANフィラーエポ

【（B）既存シーリング材を活かす場合】

ノンブリード型
シーリング材

既存
シーリング材

ブリードオフ
プライマー

各種下塗材

ドレスアップアート
シリーズ

各種下塗材

ドレスアップアート
シリーズ



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

施工上の要点・注意事項 （詳細な内容については、各商品の製品使用説明書などにてご確認ください）

■本カタログ掲載商品の詳細な危険有害性情報や使用上の注意事項等については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談ください。

●本カタログの内容については予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
●本カタログ中の製品名・会社名は、日本ペイントホールディングス株式会社または日本ペイント
株式会社・その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。
●©Copyright 2024 NIPPON PAINT Co., Ltd. All rights reserved.
●日本ペイントホームページ https://www.nipponpaint.co.jp/
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北海道支店    011-370-3101
東北支店   022-232-6711
関東支店 03-5479-3614
北関東信越支店            03-5479-3614
中部支店 052-461-1960

近畿支店 06-6455-9608
中国支店 082-281-2180
四国支店 0877-56-2346
九州支店 092-751-9861

【共通事項】
1. 絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露が発生す

る場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、粘着物な どとなって析出するおそれが
あります。著しい結露が予測される場合は、 塗装を避けるか、溶剤系塗料での塗装をおす
すめ致します。

2. 蓄熱されやすい建材（軽量モルタル、ＡＬＣ、窯業サイディング、発泡ウレタン使用建材など）
を使用した｢高断熱型外壁｣で、旧塗膜が弾性リシン、弾性スタッコ、アクリルトップなどの場
合、塗り替え段階ですでに旧塗膜が膨れていることがあります。そのまま塗装すると膨れが
さらに拡大する可能性がありますので、完全に除去してください。また｢高断熱型外壁｣に塗
装する場合は、蓄熱、水分、下地の状態、塗装環境など複数の条件が重なることで、建材
の変形、塗膜の膨れ、はく離が生じることがありますので、最寄の営業所などにご相談くだ
さい。

3. 塗装場所の気温が５ 未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または換気が十分でなく
結露が考えられる場合、塗装は避けてください。

4. 旧塗膜が高弾性（JIS A 6021 建築用塗膜防水材 相当）の場合、クラックやはく離のリスク
が高いため塗装を避けてください。

5. 直貼りのサイディングは裏面で発生した結露水を吸収しやすいため、経年で基材が脆くなっ
ていたり、また塗装しても膨れやはく離にいたるリスクが高いため塗装を避けてください。

6. 鉄部には直接塗装できません。あらかじめ、さび止め塗料を塗っておく必要があります。

7. 防藻･防かび効果は、繁殖を抑制するものです。すでに繁殖している場合は、下地処理とし
て除去および殺菌処理をしてから塗装してください。

8. 塗装後、乾燥不十分な状態で降雨結露などがある場合や、低温、高湿度、通風のない場合
には、膨れ、はく離、割れ、白化、シミが発生するおそれがありますので、塗装を避けてくだ
さい。やむを得ず塗装する場合は、強制換気などで湿気分を飛ばすようにしてください。シミ
が発生した場合は乾燥後水拭きして除去してください。

9. 色相によっては降雨、結露によってぬれ色になる場合がありますが、乾燥すると元に戻りま
す。

10. 乾燥後の塗膜に付いた汚れは、シンナーなどの溶剤では拭かず、せっけん水で洗浄してく
ださい。

11. 乾燥条件によっては塗膜表面に粘着を感じることがありますが、時間とともになくなります。
12. 反応硬化タイプの塗料のため、使用後のはけなどはできるだけ早く水で洗浄してください。

固まった場合は、すみやかにラッカーシンナーで洗浄してください。
13. 動物はけは、はけが固まったりダマになりやすいので、できるだけナイロンはけをご使用く

ださい。
14. 旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてください。付着阻害を

おこすおそれがあります。
15. 既存塗膜のはく離個所は、既存塗膜の塗装仕様でパターン合わせを行ってください。
16. 風化面・吸込みの著しい下地では、ニッペ浸透性シーラー(新）、ニッペ一液浸透シーラー、

ニッペファイン浸透シーラー、ファインパーフェクトシーラーをご使用ください。
17. シーリングの上に、劣化、ひび割れなどの損傷がある場合は、打ち直しをしてください。
18. 屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
19. 塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行ってください。
20. 塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
21. 飛散防止のため必ず養生を行ってください。
22. シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を起こすことがあり

ますので行わないでください。やむを得ず行う場合は、シーリング材が完全に硬化した後に
行うものとし、塗り重ね適合性を確認し、必要な処理を行ってくだ さい。また、ニッペブリード
オフプライマーを下塗りすることで、可塑剤移行によ る汚染の低減が図れますが、シーリン
グ材の種類、使用条件などによりはく離、収縮 割れが起こることがあります。

23. 笠木、天端など長時間水が滞留する個所では塗膜の白化、膨れなどが発生する場合があ
りますので、養生シートの設置方法などに配慮し、換気を促してください。

24. 薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないで
ください。

25. 大面積の塗装では補修部分が目立つことがあります。使用塗料のロットは必ず控えてお
き、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの条件を同一にしてください。

26. はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、使用量、表面肌が異なるため若干の色
相差がでますので、はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗装してください。

27. ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。ローラー目
により、色相や仕上がり感が異なって見えることがあります。

28. 汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控えてお
き、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件を同一にしてください
。

29. ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが発生するおそれが
ありますので、十分に洗浄するか、専用でご使用ください。

30. 可塑剤が多く含まれる塩ビクロス、塩ビゾル鋼板、塩ビラミネート、プラスチック、ゴムパッキ
ン、合成皮革などへの直接塗装はお避けください。また、これらの部材に塗膜が直接触れる
ことがないようご注意ください。

31. 塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品では、つや消し剤
が沈降している場合がありますので、かくはん機を用いて缶底の沈降物を十分にかくはんし
てご使用ください。

32. 開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保
存し、速やかに使い切ってください。

33. 塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。

34. 内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物として廃棄して
ください。

35. 塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。容器、塗
装具などを洗浄 した排水は、そのまま地面や 排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼすおそ
れがありますので、排水処理場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を
依頼してください。

【ドレスアップアート中塗】
1. 表面のごみ、ほこり、エフロレッセンス、レイタンスなどは除去し、目違い、ジャンカ、コールド

ジョイントなどは、樹脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。
2. 塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので、ローラー塗りはできる限り入り隅

まで入れてください。

【ドレスアップアートプラス】
1. 希釈した状態で長く置いておくとフレークが沈降する場合があります。再度使用する場合は

十分に攪拌してご使用ください。

2. 機器および道具類の使用後は、そのまま放置しないですぐ水につけ、その後必ず水洗いし
てください。塗料が付着したまま放置して乾燥しますと、こびりついて取れなくなります。

3. 塗装後、養生テープはナイフカットして取り外してください。
4. 下地の状態や形状、面積、塗料温度、塗装条件などによって、見本と色調および模様の差

異を生じる可能性がありますので、塗装前に試し塗りをしてください。
5. 多彩塗料ですので、ロット差による多少の色相のずれはあらかじめご了承ください。
6. 仕上がり模様は、事前に試し塗りを行い条件などを設定してから本施工に入ってください。
7. 塗装直後と乾燥後では若干色が異なる場合があります。

8. 窯業サイディングボードの突き合わせ部などは、動きが大きい場合があります。そのため経
時でのひび割れ発生の可能性がありますので、できるだけ施工を避けてください。

9. 氷点下で貯蔵すると凍ります。凍らないように５ 以上で貯蔵、保管してください。
10. 開缶後放置する時は皮が張らないようにポリエチレンシートなどでシールし、保管してくださ

い。

【ドレスアップアートフィニッシュ】
1. シーリング面は、マスキングテープなどで養生を行い、塗装を避けてください。シーリング面

への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を起こすことがあります。

2. つや調整品では、塗り継ぎや補修でつやむらが出やすいので、面を切って通しで塗装してく
ださい。

3. 過剰希釈をすると本来のつやが発現しないおそれがありますので、規定の希釈量をまもっ
てください。

4. つや調整品は被塗物の形状、素地の状態、膜厚、色相、塗り重ね乾燥時間などにより、実
際のつやと若干違って見える場合がありますので、事前に試し塗りをして確認してください。

5. 被塗物の構造、部位、塗装仕上げ形状、環境条件などの影響で、本来の低汚染機能が発
現されない場合があります。

6. 素地の乾燥は十分に行ってください。



●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください
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